













































































































ドは指数的に成長する｡モード1,3が指数的に成長する時間 Texpを､図 1(a)の Poincar6断面
の Px軸上の初期値に対して調べた結果を図3に示す｡図3より､原点の近くにある楕円不動点
と･断面の外縁付近でTexpが発散する傾向が見られる｡なお､この楕円不動点に相当する解は､
















図 1･簡約ハミル トニアン Ht等,響)のPoincar6断面 (y- 0,py ≧o)
(a)β′-1･6,(b)β′-1･8,(C)β′-1.9,(d)β′-2.4.
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図2.モードエネルギーの時系列
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らかである｡図 1に示したセバラトリクスの結合 ･組換え現象 (リコネクション現象)の発生は､
PB鎖で挟まれた領域にツイスト条件の破れがあることを意味している｡ツイスト条件の破れは写
像系で詳しく謝べられ･極めて安定な不変 トーラスを生み出すことなどが知られている[8].FPU
系の部分構造にどの程度ツイスト条件の破れが見出されるのか､またツイスト条件の破れが多自
由度系の振舞いに如何なる影響を与えるのか調べるのは今後の課題である｡
4 おわりに
FPU-βモデルにおいて､初期に一部のモードの組だけを励起した場合､その解は全系よりも自
由度の小さな部分系の解になることを述べた｡とくに部分系が二自由度になる場合について､部分
系軌道の全系における安定性を調べ､部分糸の相空間構造との対応を調べた｡その結果､β→ Oの
極限で固有振動に一致する解に対応した (部分系の)楕円不動点近傍に安定な領域が見出された｡
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3ここでの回転数とは,px軸上にある楕円不動点のまわりの回載数を指す｡
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